
秋と言えば、読書・芸術・スポーツ・実り・食欲・紅葉～

黄昏
たそがれ

…と、盛りだくさんですね。  

今月は、秋にちなんだお祭りと、一つの大会を取材してみま

した。  

 

江東区木場祭り 「木場の角乗
か くの り

」 (10/19-20) 

新木場の「木場」とは、貯
ちょ

木
ぼく

場
じょう

のことです。かつて水路で 

江戸に運ばれた材木は、深川にあった木場に貯蔵されて 

いました。江戸時代には、江東の地、深川に、運河による 

水路が作られ、多くの材木問屋の貯木場があり大変に 

栄えていました。 

「木場の角乗」は、筏
いかだ

師が鳶
とび

口
ぐち

という道具一本だけを 

使って木材を操
あやつ

り、いかだを組む仕事から発展した余技
よ ぎ

 

です。 

江東区では地域のこうした余技を民俗
みんぞく

芸能
げいのう

として継承 

するため、区民まつりとして毎年木場公園で「江東区民俗 

芸能大会」を開催しています。 

角乗に用いられる材木は、 

角材を使用するため、丸太  

乗りより技術を必要とします。 

角乗の演技に合わせて、葛西
か さ い

 

囃子
は や し

が速いテンポで演奏され 

ます。     （写真  上はしご乗  

            下角乗  撮影・三木）  

 

参考資料：ネット情報 江東区広報 

江東区観光協会・ウェキペディア 

  

司書は本の敵？ 

＊注１ 都立第三商業高等学校 

図書館(全日制) 

江東区民祭り「深川の力持
ちからもち

」 

深川の力持は、江戸時代から、倉庫が立ち並んでいた佐賀町の付近で、 

米俵
こめだわら

や酒樽
さかだる

などの運搬作業をする人々が力持ち自慢
じ ま ん

を競う余技として生ま

れました。文化・文政のころ（１９世紀初め）には、興行
こうぎょう

として行われるほど盛

んになりました。現在は、江戸時代の伝統技芸
ぎ げ い

として都の無形民俗文化

財に指定されています。  

                    重さはどれくらい？ 

米俵1
いっ

俵
ぴょう

   ＝ ６０ｋｇ 

酒樽・一斗
い っ と

樽
だる

 ＝ ２４ｋｇ １８ℓ 

   四斗樽 ＝ ９０ｋｇ ７２ℓ 

 

 

（写真  米俵・深川の力持撮影・三木） 

 

三商図書館 「おはなし江東区」 江東区教育委員会編 090‐オー５ 

お勧めの本 「江戸東京さんぽまっぷ」        291.3‐エ‐２ 

      「あやかしの深川」 東 雅夫編     388‐ヒ 

神田古本祭り 

(10/25-11/4) 

本との出会いは 

どこにでもある！ 

しかし、神田神保町 

を知らずして本は語 

れない！！！！！！ 

図書館にはない 

何かがある！！！！ 

ここはスゴイ！！１ 

 

  
令和 6 年 11 月号 

        

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%A8%E5%A0%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%9F%E5%A0%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B1%9F%E6%88%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%90%E6%9C%A8


※開館スケジュールは変更される場合があります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎年、読書週間＊注２に合わせて、神田神保町の 

古本屋街では、約 100 店舗の古書店が古本青空市を 

開催します。歩道に沿って永遠に続く露店に並ぶ 

100 万冊に何もないはずはありません。 

迷い込んだら出られないのです。帰れません。 

三商図書館お勧めの本 

「古本食堂」  原田ひ香著  913.6‐ハ 

「古本奇談」  出久根達郎著 024‐デ       (写真撮影：川西) 

「荒屋の古本屋」森岡智之著  024‐モ 

＊注１：図書館のルールに忠実な司書は、本にハンコやゴム印やシールをべたべた貼ったり 

押したりして、本の美しい装丁を台無しにする。とんでもない奴らだという意見。 

＊注 2：「読書週間」は、本来「読書習慣」でなくてはならない。 

 

令和 6年度高校生書評合戦(ビブリオバトル)東京都大会 決勝の本 

「アルジャーノンに花束を」  ﾀﾞﾆｴﾙ･ｷｰｽ著 戸山高 933‐キ(蔵書あり) 

「父が息子に語る壮大かつ圧倒的に面白い哲学の本」ｽｺｯﾄ･ﾊｰｼｮｳｨｯｸ著 

学芸大付属国際中等教育 

「世界でいちばん透きとおった物語」 杉井 光著  日比谷高 

「神様の裏の顔」          藤崎 翔著  西高 

11/5 付読売新聞朝刊都内版に速報が掲載されています。ネットで、YouTube

などにも情報があります。検索キーワードは「高校生書評大会 2024」等。 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

     1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

31       

1 1 月 の カ レ ン ダ ー 

８：３５ ～ ２１：３０ 

８：３５ ～ １６：４５ 

１３：３５ ～ ２１：３０ 

閉 館 

★★  LibFinder を活用しましょう！ ★★ 
右の QR コードを読み込んでアクセスしパスワードを入力
すれば、新着図書をチェックしたり開館スケジュールを確
認したりできます。 

パスワード: sanshou 

令和 6年度高校生書評合戦(ビブリオバトル)東京都大会 

同大会が 11月 4日（月祝）東京都教職員 

センターで開催され、131校の高校生がお勧 

め本と共に集まりました。そして、その本の面白 

さを互いに伝え合い、新たな本との出会いと、 

出場者間の交流を楽しみました。 

  予選、準決勝、決勝と進むにつれ、お勧め本 

のアピールは、楽しさと熱意がこもったパフォー 

マンスで伝えられて、観覧しているだけでも 

多様、多彩な本の世界を知ることができます。  

  まさに、「人を通して本を知る。本を通して 

人を知る」という大会キャッチコピーの通りでし 

た。出版不況、書店の閉店が各地でみられる 

とはいえ、読みたくなる本は、ほんとにたくさん 

あります。 

チャンプ本、準チャンプ本は次の 2冊でした。      開会式↑    (写真撮影：川西) 

チャンプ ：「ノウィットオール あなただけが知っている」森バジル著 白鷗高 

準チャンプ：「銀河鉄道の夜」宮沢賢治 久留米西高 913.6‐ミ(蔵書あり) 

(そのほか、決勝で語られた本は、左下にご紹介します。) 

 

 

 

神田神保町界隈風景 

今年の地図は三商図書館

にも若干あります。 → 

 


